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南アルプス市教育委員会文化財課と協働した
博学連携の実践的考察
─郷土をコアとしたカリキュラムマネジメントへの 
　示唆を求めて─
Ⅰ　研究の背景と目的
１ ．求められる学社連携・融合
　20１5（平成27）年１2月に公表された中央教育審議会答申では、「地域と共にある学
校づくり」に向け、学校と地域の連携・協働が求められるようになった。それを受け
て　20１7（平成29年） ３ 月に告示された新学習指導要領の前文では、次のように「社
会に開かれた教育課程」の理念が示され、学社連携・学社融合の推進が求められるよ
うになった。
　
教育課程を通して、これからの時代に求められる教育を実現していくためには、
よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会が共有
し、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、どのような資
質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしながら、
社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという、社会に開かれた教育
課程の実現が重要となる。
　また、新学習指導要領の総則では、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた具体
的な授業改善の方法として、地域にある社会教育施設等と連携し、それらの施設やそ
こにある資料、関連する機関・団体の人的資源を活用することにより、学習の充実を
図るものとしている。
地域の図書館や博物館、美術館、劇場、音楽堂等の施設の活用を図り、資料を活
用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実すること。
　新学習指導要領の前文、総則を受けて、各教科・領域においても目標及び内容に関
研究ノート
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する配慮事項として、社会教育施設等との連携に配慮すべきことが示されている。
　社会科（小学校）では、「博物館や資料館などの施設の活用を図るとともに、身近
な地域及び国土の遺跡や文化財などについての調査活動を取り入れるようにするこ
と。また、内容に関わる専門家や関係者、関係の諸機関等との連携を図るようにする
こと」。
　理科においては、「博物館や科学学習センターなどと連携・協力を図りながら、そ
れらを積極的に活用すること」。
　図画工作においては、「児童や学校の実態に応じて、地域の美術館などを利用した
り、連携を図ったりすること」。
　総合的な学習の時間においては、「学校図書館の活用、他の学校との連携、公民館、
図書館、博物館等の社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携、地域の
教材や学習環境の積極的な活用などの工夫を行うこと」。
　特別活動においては「各活動・学校行事の目標及び内容相互及び、各教科、道徳科、
外国語活動、総合的な学習の時間などの指導との関連を図り、児童による自主的、実
践的な活動が助長されるようにすること。また、家庭や地域の人々との連携、社会教
育施等活用などを工夫すること」。
　この中で、博物館との連携を「博学連携」と言う。北（20１4）は、「『博学連携』とは、
博物館と学校が望ましいかたちで連携・協力し合いながら、子どもたちの教育を推し
進めてこうとする取組」
2）
としている。博物館側からいえば、博物館の有する、人（学
芸員）・モノ（本物の資料）・情報（データベース、資料）を活かした支援である。
　小川（20１9）は、学校が社会の諸機関と連携する意義を踏まえて、「学校から見れ
ば、博物館との連携は社会との様々な相互作用の選択肢の一つです。その選択肢とし
ては、家庭、地域、産業界、図書館、大学、研究機関等の連携が考えられますが、そ
の中で博物館は体系的で良質な学習資源が多く、活用しやすい社会的リソースといえ
ます」
３）
。そして、博物館と学校との連携を進める上で必要となる柱の一つに、「学校
と博物館をつなぐシステム、博物館の資源と教育課程をつなぐこと、さらにそれらを
コーディネートする人材（リエゾン）の養成」
4）
を挙げている。その背景には、博物
館側から見たとき、博学連携が進んでいない現状が見えてくる。実際、小川は「教員
のための博物館の日」の背景として、学校の授業及び教員個人による博物館の活用の
割合が低いことを挙げている
5）
。
　また、高安（20１9）は、「学習指導要領にも博物館や美術館の活用について記載さ
れ、各地域での博物館の設置数が増えたこともあって利用が進み、教員研修なども行
われ始めた。しかし、多くの学校・教員にとって、数ある連携先の一つに過ぎない博
物館を選ぶ理由は乏しく、“手続きが面倒”で“敷居が高い”と感じているのが現状
と思われる。」
６）
としている。また可児は、「『総合的な学習の時間』が始まった2000年
頃、学校の中だけではなく外に出て何かできるのではないか、そういう手がかりを博
－17－
創大教育研究　第29号：澤登
物館に求めることはあった。しかし、現状、学校と博物館の連携は、授業の １ コマを
博物館で実施したり、修学旅行の一貫で訪問したりするのが一般的。受け入れ側とし
て教育課程を一緒に考えていこうという意識はほとんど無いように思うし、学校側か
らもそういう意識は感じられない。」
7）
という。
　学校の博物館利用も近年改善はされているようだが、博学連携は博物館側と共に、
学校としても「開かれた学校」また、特色ある学校作り・カリキュラムづくりに取り
組むことが必要であろう。
２ ．博学連携の実際
　ここで博学連携の先駆的な取組をしている事例を紹介し、博学連携についてより具
体的に考えてみたい。
　＜事例 １ ＞
　金子・山本（2008）は、信濃川中流域にある複数の博物館と小学校が連携し、総合
的な学習の時間で取り組んだ、「信濃川火焔街道博学連携プロジェクト」について考
察している。現在でも「縄文子どもフォーラム」を開催し、プロジェクト成果の場と
して継続させながら定着していることが報告されている
8）
。
　＜事例 2 ＞
　山梨県立博物館を活用したティーチャーズクラブの先生による学習活動として、小
中高校の学習プログラム作りが行われ、実践事例集も作成されている。小学校に限る
と、小 2 国語、小 ３ 総合・社会、小 4 校外学習・学活・社会、小 5 社会・総合、小 ６
社会・総合で、現場教師と連携して来館を軸に博物館活用プログラムが作られてい
る。主に、「昔」を象徴する遺物やお話で、県として特徴的なものを主に情報整理と
活用が図られている
9）
。　　
　＜事例 ３ ＞
　美濃加茂市民ミュージアム・みのかも文化の森での連携は、開館当初から博学連携
をコンセプトとして進められている。学習指導要領に沿った学習プログラムや関連資
料なども準備、展示され、学芸員の派遣による臨地での出前授業も行われている。活
用実践集も発行して、教師が使いやすいように準備されている。また、事前に学芸員
と教師が打ち合わせをし、資料提示のタイミングや、事前事後の学習についても意見
を交わしている。定期的に関係する教師と博物館職員との話し合いを持ち、新しい学
習プログラム等について協議する場も設定している
１0）
。
　いずれも、博物館が主となり学校と連携した学習プログラムが作られ博物館活用が
進められている事例である。
　これらの諸実践に示されているように、地域にある博物館、図書館、美術館等、子
どもたちに向けて専門職である司書、学芸員が子どもたちの学ぶ意欲や興味関心を醸
成する様々な事業が行われている。それを学校で活用することは、主体的・対話的で
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深い学びを実現する教育課程の改善のためには有効であると考えられる。
　本稿で提示する実践は博物館（その学芸員）との連携・協働を主としたものである。
組織的に何かを作り上げようとしたものというよりは、筆者及び同じ教員仲間の実践
である。
３ ．実践の背景：南アルプス市教育委員会文化財課
　先に紹介した諸実践は、子ども達にとって学びの必然性を身近な事象・歴史的資料
に直接触れることに求め、その価値を感じ、更なる学びへと発展・深化させていこう
とする試みであり、子どもにとって郷土を理解し、愛することに繋がる。そのために
は博学連携が有効であることが示されている。後述する南アルプス市における授業実
践も同じ趣旨であり、南アルプス市教育委員会文化財課の存在を抜きになしえなかっ
たことである。規模は小さいが、世界の博物館と引けをとらない機能と存在価値を持
つ、南アルプス市民の誇る文化財課である。詳細については、澤登（20１６）を参照さ
れたい
１１）
。
　同課に期待を寄せた森原が、「―　未来へ　―」との言葉を残している。
　「将来、子ども達はこの地域を離れていくかもしれない。ただその場合には地域の
誇りというものを持って旅立ってほしい。また、そこに残る子ども達も、ここに暮ら
したことを誇りに思う拠点が必要だ。（中略）ふるさとを愛する人々によって魅力あ
る土地や地域が醸し出されていく。その歩みはゆったりではあるが、確実にずっと続
いていく。これが文化財を守っていくことと地域を作っていくこと、振興させていく
いことの基本理念である」
１2）
。
　まさに南アルプスの子どもを前にして、教育現場の私たちが思う「南アルプスの教
育」の理念もそこにあるように思う。だからこそ、今も、そして、これからも文化財
課と一緒になって、私たちの願い「ふるさとを愛し、世界に通じる子どもの育成」に
積極的にしかも、楽しみながら関わっていきたい
１３）
。
４ ．郷土、郷土科の観点
　子ども達にとって学びの必然性を身近な「郷土」（子どもたちの生活エリア）にあ
る事象・歴史的資料に直接触れることに求め、その価値を感じ、更なる学びへと発
展・深化させていこうとする試みは珍しいことではない。なぜなら、そのような学び
は、最も子どもにとって有意味なことであり、郷土を理解し、愛することに繋がるか
らである。
　学習指導要領でも、「郷土や我が国の文化と伝統を大切にし，先人の努力を知り，
郷土や国を愛する心をもつ」（小学校第 ６ 学年社会科）とあり、指導内容、方法にお
いても「郷土」はキーワードの一つとなっている。
　山崎（１989）は、「この『郷土』を学問の対象として考えることは古くからあった。
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ヘルバルトの弟子の一人シラーは、『郷土』を諸学科の動機づけ、入口であると言っ
ている。また、ミッテランは、『郷土』というのは、地球を学ぶ材料であり、これか
ら出発していけばよいと言っている」
１4)
と述べている。
　「郷土」を通しての学びは単なる学びの導入、出発点だけではなく、学びの着地地
点でもあり、学習者自身が学ぶ意味を見出す過程を含めた学びだと位置づけたのが、
牧口常三郎であった。彼は、『教授の統合中心としての郷土科研究』で「郷土科」の
必要性を説いた。
　佐藤（１98１）は、牧口の「教授の統合中心としての郷土科研究」解題において、「本
書は、愛国心の育成を目的とする『郷土教育』、他教科と併立する単なる一教科とし
ての『郷土科』、または授業の導入としての『郷土観察』方法等々を論じた書ではない。
要約すれば、これは第一に初等教育のカリキュラムの根本的な改革を論じた書」、「郷
土科の特設によって必然化される小学校カリキュラム全体の根本的な改編である」
１5）
と記しているが、本実践は、その全体像を作り上げることを目的とするのではなく、
「一　諸教科の教授の起発点として有用なる基礎的観念を与ふるものたるべきこと
二　諸教科の教授の帰終点として有用なる応用的方向を網羅すべきものたるべきこ
と
　三　諸教科の統合中心たる任務に堪ふるものたるべきこと
　以上の目的点に達する手段として」
１６）
郷土科があることを述べている。
　筆者自身その実践を模索してきた。教科としての「郷土科」の実現ありきではなく、
まず、「郷土」をコアとしてどのような教育が考えられ実践できるか、現在の「総合
的な学習の時間」が始まる以前から教科横断的な授業を行ってきた
１7）
。
　学習者の生活エリアに直接足を運び、教材発掘を行う中で不変的な価値を有する文
化財との出合いが多くあった。まず教師の学びを最優先と考え、その専門性ある身近
な存在である行政区内にある学芸員（その多くは、文化財担当の市区町村職員）との
連携を考えた。そして、単元全体のイメージを共に共有し、授業づくりの過程から関
わってもらった。
　「総合的な学習に時間」ができてからは、筆者は今まで積み重ねた実践の中で、学
芸員等の存在を教員仲間に伝えた。それが口コミで広がり、現在では市内すべての小
学校で、市教育委員会内にある文化財課の学芸員と教員が連携して、協働した授業実
践に取り組んでいる。
５ ．研究の目的：カリキュラムマネジメントの観点から
　新学習指導要領「総則」でカリキュラムマネジメントについて定義されているが、
田中（20１7）はそれを、「各学校が自校の教育課程を編成・実施・評価改善して、学
校の特色を生かし教育成果をより高めていく、自律的・組織的・継続的な取組」また、
「カリキュラムマネジメントでは、『教科等横断的な視点』『PDCA サイクルの確立』
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『人的・物的資源の活用』という ３ つの側面が重要」としている
１8）
。
　このように、教科横断的な視点を持ち、学習評価の充実と、地域と連携・協働を意
識したカリキュラムマネジメントが求められている。
　Ⅱで報告する各種の授業実践は、博学連携の観点から、郷土の価値ある資源を共有
しようとする市教育委員会の文化財課学芸員と協働して、「郷土」を視点として教科
横断的にアプローチしたものである。これらの実践について、「郷土」をコアとした
カリキュラムマネジメントの観点について、その可能性を探っていきたい。また、子
どもの学びを核とした市文化財課と教師との協働的な関係を継続・発展させるための
方途を探っていきたいと考えている。
Ⅱ　実践の経過・内容（実践記録から）
　「私は歴史に興味があったけど、お話を聞いて歴史がさらに好きになったし、南ア
ルプス市という市がとても好きになりました」（「南アルプスの教育」より児童の声）。
ここで紹介する実践は、「南アルプスの教育」、具体的に言えば市教育委員会・文化財
課スタッフと協働／協同し、「地域の遺物や歴史」を材料として、全小学校生で地域
を巻き込んで実践した一連の学習活動を報告し、その意義と可能性を示唆するもので
ある。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
1 ．文化財課と教師が協働した実践　
　⑴　郷土の歴史学習をとおして（異学年のカリキュラムをつなげて）
　若草地域の小学校屋根部分に設置された「鬼面瓦」は、かつて栄えた若草・加賀美
の瓦産業の勢いを彷彿とさせるレリーフとなっている。
　現在修復が進められる甲府城の屋根瓦も、この地域から製造された瓦だとの研究も
ある。その鬼面がわらの歴史を、新たな古文書発掘と共に、その学校が存在する地域
と結びつけ子ども達にとって誇りにできる学習資料として準備し、毎年何回かの出前
授業を行ってくれているのが南アルプス市の文化財課である。
　さらに、「鬼面瓦」の歴史とそこに生きた身近な人々の生き様を知りたいとの学校
現場の要望に対し、生活史に視点を変え、新たな資料と心にしみいる先人の生き様を
紹介してくれるのも文化財課である。
　 １ 年生の生活科で行う学校探検は、校舎屋根付近に付けられている様々な表情をし
ている面（瓦）の発見から始まる。そして、それがどんなもので、何を意味している
のかという予想から授業が展開されていく。その中で、若草地区の瓦作りの歴史に詳
しい文化財課スタッフが登場する。瓦とは何なのか、鬼面がわらにはどんな意味があ
るのか、私たちの生活とのつながりを分かりやすく話してくれる。そこから、瓦作り
が有名な地域にある自分たちの学校が、地域のどんな願いが込められて作られたか考
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えていく。
　 ３ 年生になるとその学習は社会科の地域学習へとつな
がっていく。学区を含め隣接する地域で地場産業として
古くから栄えてきた瓦作り産業があるが、授業ではその
歴史と身近な先人が営んできた生活の様子を学ぶ。文化
財課スタッフが授業でも深く関わり、古文書から分かっ
てきた瓦作り産業の広がりと、今でも残る歴史的な建造
物との関わり、さらに時代の変遷と共に瓦産業がどのように変わってきたのかなどへ
と学びが発展していく。
　⑵　郷土の地場産業の学習をとおして（学年の教科を横断して）
　文化財課は、郷土の産業を守ろうとした人々の姿を、
教師の授業作りからのニーズに応え資料提示し、分かり
やすい説明を行ってくれる。　 ３ 年社会科での瓦会館見
学、そして、図工で作る鬼面がわら作りの創作活動へと
つながり発展していく。現在では、市内外の小学生が地
場産業の学習でこの瓦会館を訪ね鬼面がわら作り体験
を行うようになっている。　　　　　　　　　　　　　　　
　また、地域の瓦作りに関し、文化財課からの人的な発掘資料を基に、郷土の瓦を最
後まで守り通した女性の瓦作り職人の思いを、教師自作の道徳教材とした道徳の授業
も行う。
○　主題名　「若草の鬼面瓦」　　　内容項目　 4 －⑸郷土愛
○　資料名　　加賀美瓦の歴史　読み物教材「女が守る加賀美瓦」（自作教材）
○　主題について　　
　 ３ 年生の社会科の学習では地域調べをする。地域の建物や産業、土地の利用の仕方
などを学習し、自分の住んでいる地域がどんなところか理解していく。子どもたちは、
地域のことを知ることによって、より地域のことに関心を持ったり地域行事に参加し
たりしていくようになる。地域への関心の広まりの時期に，地域の伝統や文化に関す
ることを学ぶことで，道徳と関連付けて自分の住んでいる地域を愛する心を育んでい
きたい。今回は、若草地区の特産である「鬼面瓦」を題材に取り上げ，その歴史や伝
統を守る人の気持ちについて学び，郷土への思いを高めていく。
○　ねらい
　若草の瓦づくりの歴史を学んだり，瓦造りの伝統を守る人の話を聴いたりすること
を通して、地域の文化や伝統に親しみ，大切にしようとする心情を育てるとともに，
郷土を愛する心を育てる。
○　＜道徳の本校オリジナル読みもの資料をつかって＞（※文化財課と協働して作成） 
　「女が守る加賀美かわら」
写真１　鬼面瓦
写真 ２　子ども達が作った
鬼面瓦　　　　　
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　昭和六十一年（二十四年前）になると，たくさんあった
かわらづくりの店は仕事をやめていきました。あとをつぐ
人も少なくなり，材料のねん土も近くでとれなくなり，大
きな会社が売る安い商品がたくさん出回るようになったの
がその理由でした。その中で，たった一けん残ったのは，
神山とめ子さん（五十八さい）の店でした。だんなさんが
亡くなって以来、女の人一人で，かわらをつくりつづけて
いました。毎月一回，三千枚のかわらを一人でつくります。
群馬県から，材料のねん土を買って，きかいを使って土を
ねり，プレス機を使ってかたちをつくり，それをかわかして，かわらをやきます。
　瓦づくりはもともと，力のある男性がしていた仕事です。神山さんもつらく感じる
こともあります。三千枚のかわらを一人で運びます。かまで，瓦を焼く時は，できあ
がるまで，まる 2 日間かかります。その間は，夜も眠らずに，十五分おきに，かまの
火かげんをみなくてはなりません。心も体もくたくたになるそうです。（オリジナル
道徳読み物教材）
　地域の産業史としての瓦づくりを、物や事象だけではなく、誰がどのようにして
行ってきたのか、人物とその生活についても文化財課が情報提示してくれたことに
よって可能になった。
⑶　郷土の災害をとおして（学年の教科を横断して）
　 4 年生の授業は、郷土の災害とその歴史を学ぶことをとおして、この地域がどのよ
うな特色を有しているのかを追求する授業づくりを、社会科を軸に、道徳も含め文化
財課スタッフに関わっていいただいている。教師がその構想の段階から文化財課と情
報はもちろん、授業作りのアイディアに関してキャッチボールを繰り返し行った授業
でもある。教師と文化財課スタッフ、児童とスタッフという関係で授業が作られてい
く。
　まず、社会科（小学校第 4 学年）での実践である。研究テーマを「調べて考え，表
現する社会科学習をめざして」として、単元名を「昔から今へと続くまちづくり」浅
原村移転の謎を追って」と設定した。
　現在子どもたちが住んでいる若草地区の東端には，釜無川（富士川）が南流してい
る。山梨でもっとも大きな川であるこの釜無川は昔からたびたび大洪水を引き起こ
し，氾濫を繰り返してきた。この氾濫を繰り返す釜無川を治めるため，武田信玄が「信
玄堤」を完成させた。しかし、この信玄堤によりマイナスの影響を受けた場所も多く
あった。今でも毎年，地域の人たちにより避水台（避難場所）で「水防祈願祭」が行
われている。
　以上のような，釜無川の流れに翻弄された地域の先人たちの努力と苦難の歴史を，
地域の史跡を巡ったり，文化財スタッフの話を聴いたり，過去の資料を見たり，触れ
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たりすることを通して，追求し，学びを深めていき，身近な地域社会に対する誇りと
愛情を育てるとともに，防災に関して関心をもち，万が一の際には積極的に身を守ろ
うとする意識を育てている。
　その発展として、オリジナル読みもの教材「あばれ川と たたかった村、浅原（あ
さばら）」を作成し道徳の授業を展開した。
１9）
⑷　南アルプス市内めぐりを通して（本物を見て、聞いて、触れて、作って回る校外
学習）
　校外活動として市内めぐりには、各小学校がある地域ごと自慢できる貴重な文化財
を中心に文化財課スタッフのバスガイドによって巡るツアーが定着している。後述す
るが、 ６ 年生の歴史学習としての地域巡りとは別に、 ３ ・ 4 年生の地域学習の目的を
教師と共有しての校外学習である。そこには、日本で初めてコンクリートで作った芦
安小学校区の「芦安堰堤」、高校の地理教科書に登場する「御勅使川扇状地」の御勅
使川（暴れ川）地域、八田小学校区、百田小学校区、源小学校区にある武田信玄の史
跡（と言われている）「石積み出し」や「将棋頭」飯野小学校区の戦争遺跡「ロタコ」、
小笠原小学校区にある、その学校名にも由来する「小笠原家」（今に受け継がれてい
る小笠原流礼法）の史跡、城跡、甲西地区の小学校区にある、縄文王国と言われる有
名な遺跡の数々等、次々と発掘されその歴史的な価値が評価されるに至ったものを見
て回り、聞いて回り、触れて回り、作って回ることができる。
　また、史跡近くの小学校で、それを紹介する看板作りとその設置もこの学習の発展
として進められており、そこを訪れる子ども達にとっても親近感を覚えるものとなっ
ている。
⑸　修学旅行の事前学習、郷土の歴史学習を通して（市内全小学校に位置づく社会・
総合のカリキュラム）　
　南アルプス市誕生以前から、小笠原小学校の「小笠原」という名称に関しては広く
知られるところだった。現在の南アルプス市を含めた範囲で、甲斐源氏の流れをくみ、
鎌倉時代には幕府直近の家来としてその存在を示し、武士の作法を形作った小笠原流
礼法発祥の地がもととなり、地名および学校名がつけられたと言われる。
　現在市内各小学校の ６ 年生が、「鎌倉と南アルプス市」「今に伝わる小笠原流礼法」
について修学旅行の取組と絡め、社会科、総合で学習を行っている。そして、その内
容も、学校ごとに身近な資料を探し、より興味や関心をもって学べるようにと文化財
課が準備、授業のサポートをしてくれている。
⑹　生涯学習へつなげて
　市誕生以降の文化財課の尽力で、古代の埋蔵文化である遺跡・遺物が数多く発掘さ
れ、国内でも有数の縄文文化の存在が分かってきた。そして、本市が「縄文王国」と
も言われるようになってきた。妊婦を型どった埴輪が大英博物館等、国外の博物館に
も依頼され出展されるほどで、貴重な発見がこの地に生きる市民の誇りともなってい
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る。
　教師も、できるだけ地域に出て、身近な歴史から ６ 年生の歴史学習を展開しようと
している。市内の多くの ６ 年生は文化財課スタッフに引率を依頼し、市内各遺跡の見
学、文化財課が運営する「ふるさと伝承館」で時代ごと整理展示されている遺物等を
通しての学習、また、火おこしや縄文クッキー作り、縄文人の生活体験を行っている。
そして、その発展として、県立考古博物館の見学・学習へとつなげてもいる。
⑺　学校発の地域防災教育の取組から（地域、保護者を巻き込んだ開かれた授業）
　写真 ３ は、山梨日日新聞の記事
20）
の元になった資料である
2１）
。日本三大急流の一つ
富士川（釜無川）の大水害の資料である。これを元に学校発の地域防災教育に取り組
んだ。その記事には、「…後世の人々よ、…忘れな
いでくれ」。まさに１00年前、この学校も含む地域で
釜無川が氾濫し、もう再起などできないだろうと思
われる状況の中、このような水害の歴史を後世に伝
え、同じ苦しみを味わう人がいないよう、警鐘の言
葉があるのです。」とある。
　これはまさに東日本大震災での「釜石の奇跡」で
話題となった「津波てんでんこ」
22）
と同じであり、
この記事を読んだ時には体に電流が走って震える思
いであった。
　何があってもおかしくない気象変動、自然環境の
異変等の中、この地域の水害の歴史を知ること、そ
して、先人の知恵から学び行動することが大事だと考えるようになった。そして、子
どもの命、そして、そこに住む人々の命を守るため、この水害図から、積極的に学校
と地域・家庭との繋がりが持てるような防災教育計画を立て実践をしてきた。
　紙幅の関係で紹介できないが、以上の他にも、環境教育、平和教育に関する取組も
行われてきた。南アルプス（日本第 2 の高さの北岳を有する）の登山口にある芦安中
学校における登山と一体となった歴史学習
2３）
、ユネスコスクールに加盟した芦安小学
校における歴史学習の取組などがある
24）
。
⑻　子どもたちの感想から見えるもの
　これらの活動を通して子どもたちがどのように感じているか、子ども達が書いた感
想がある。ここでは省略するが、教室での学習が、子ども自身が地域や家族を巻き込
んで、大きな発展学習とつながっていることに気づいた。そして、このような学習が、
子ども達が自らもっと知りたいという、知的欲求を駆り立てていることがわかった。
主体的・対話的で深い学びが自然発生的に生まれていたのだ。教師は、資料や方向性
を示す、それを学習者が自らの想いで自らの学びと発展させていく。このようなわく
わくする学習経験を小学校時代から日常的に積み重ねることで、自ら学ぶ人間を育て
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ることにつながっていくことが期待できよう。
　また、子ども達の感想には、文化財課がキャッチフレーズとしている、「ふるさと
を好きになってほしいから」が、間違いなく学びの成果となって現れており、さらに
は、個々の次の学習喚起に繋がっていることがわかった。これは、「学力」のベース
とも言うべき「学習意欲を育てる教育」の視点からも重視すべきではないだろうか。
Ⅲ　実践を踏まえて、研究の成果と課題
1 ．成果
・口コミで広がった文化財課と協働した授業の成果が、文化財課学芸員を交えての教
員の自主研究会の中で共有され、新たな授業作りに取り組む教師が増えてきた。
・教師一人ひとりの授業を構想し作り上げる力量を高めることにも繋がっている。
・学芸員と直接顔を合わせ、双方向でやり取りする中で、学芸員の専門性に触れ、教
師自らの問題意識が喚起され、題材について深い理解に繋がっている。子どもたち
が前のめりになって学習する以前に、教師が前のめりになって文化財課から学び協
働して授業作りをしている。
・学芸員にとっても、教師から出される新たな課題が、その後の文化財発掘のきっか
けとなったり、蓄積されている情報の新たな活用の糸口ともなったりしている（防
災教育など）。
・子どもが学習した内容やその感想が家でも語られ、その家族を通して文化財課の存
在とそれを通して得られる学びの感動が地域に広がり、大人世代の地域の各種団体
が文化財課を招聘し学びの機会を主体的に作るようになっている。
　また、文化財課が管轄し運営する地域の博物館（「文化伝承館」）の活用も、「大人
が子どもを連れて」から、「子どもが大人を連れて」と、文化財課と協働した学校
教育が軸となり、地域へ広がっている。生涯学習へのきっかけともなっている。
・情熱を傾け子どもたちに地域の文化財を伝え、誇りある地域であることを訴える文
化財課学芸員の姿に接し、その生き方に感化される児童もいる。（キャリア教育）
・多学年にわたる協働した授業づくりを通して蓄えられた知見や情報から、系統性
を持たせた情報整理とそれに基づいた授業素材の提示を教師にしてくれるように
なっている。教師も、それを参考に、各校での教育課程作りや、カリキュラムマネ
ジメントに生かすようになってきた。
・生活科や総合で郷土を題材に位置付けると、学習計画の中で各教科学習につなげら
れる活動や学びが発見されやすい。そして、学ぶ子どもにとっても必然性を持った
学習活動になり、学習意欲と共に学習内容に深まりが生まれている。また、生活エ
リアにある文化財と環境の変化をテーマとした総合では、調査・追求した学びを多
くの人に発信する手立てとして、他教科での学びを活用することもできた。
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・日常当たり前に触れることの多い身近な事象と、蓄えられている知識とが、郷土を
通して結びつき、学習内容の定着が図られやすい。
２ ．課題
・文化財課学芸員の献身的な支援の中で協働した授業が行われているが、その出労の
数の増加が過度の負担として言われるようになってきている。「その人たちだから
できる」との声もあり、今後継続していくため、行政でも課題となっている。
３ ．まとめ
・まず「博学連携」ありきではなく、学校を管轄する行政区内にある文化財課との顔
と顔をつき合わせる人と人との関係作りの上に、多様で特色ある授業を作ることが
できる。
・「郷土」を子ども、教師にとって身近な生活エリア、学区内として捉え、そこをコ
アとしたカリキュラムマネジメントは、必然的に「博学連携」を志向し「学社連携・
融合」に繋がっていく。
・環境をテーマとした総合的な学習では、「Think Globally and Act Locally」に「郷
土を見つめ」を加え、「Look Around, Think Globally and Act Locally」の視点を
環境教育で提案したい。
　現在の「博学連携」の事例の多くは、博物館が主導して学校にアプローチし、教師
と協働して作る学習プログラム（カリキュラム）であるのに対して、本実践は、「郷
土（学習者の生活エリア）」を意識し、その郷土にある一つひとつの学校の教師が博
物館（学芸員）にアプローチし、学芸員と協働して作る学習プログラム（カリキュラ
ム）と言えよう。
　そして、「郷土」にある学びの素材に着目し、自ら授業を作ろうとする教師の意欲
と、それを実現させようと専門性を活かし協働作業する学芸員の情熱があってのもの
である。結果現在に至る本実践の数々があり、それは「ねばならない」教育活動では
なく、教師の主体性に満ちたものではないだろうか。また、文化財課と今後も協働し
た授業作りを進めるために、「地域と教育」をテーマに研究を進める教員組織が主と
なり、文化財課との連携や、今後の博学連携のあり方を考えるシステム作りを提案し
てみたい。
　本稿をまとめながら、郷土科、カリキュラムマネジメント、そして、博学連携のキー
ワードが浮かび上がってきた。次回は、そのうちのカリキュラムマネジメントの観点
から郷土科と総合的な学習の時間を著者の実践から考察したい。
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